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牛番号1体重1 生年月目
最近分娩
年月日 備　考

kg
1号牛 363 昭29．5．5 昭37．9．25 妊娠6ヵ月

2〃 330 30．4．／ 37．／2．／6 空胎ラ子付

3〃 339 3／．／／．／／ 37．12．／9 空胎う子付

4〃 287 弘．8．／ 378／01 妊娠4ヵ月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中各供試牛には毎日午前8時にCr203／59ずつを給与
　　　　　　　　緒　　　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。cr203の給与法は，約159の小麦粉とよく混合

　Indicator㎜ethodによる消化率と採食量の推定法　　　し固練りのだんご状にして直接経口投与した。採糞期問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）の検討を行なうため，われわれはすでに舎飼めん羊を使　　5目間は，前報の方法と同様に，毎日午前8時および午

いindicatorとしてchrolmogenとCr203を用いて，　　　後4時に直腸より糞の採取を行なった（9rab　sa皿p1e）。

消化率および採食量の推定値が，常法によって求めたこ　　毎日午前8時に採取した糞の一部をとり，直ちにchro一

れら6値に一致するかどうかを確かめ，またCr203が　　㎜ogenの分析を行なったが，その他の糞の試料は実験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
糞中へ排出される濃皮の日変動の性質について調べた。　　終了時までそれぞれビニール袋に入れて密封し冷蔵庫中

その結果，Indicator　methodは放牧家畜の消化率お　　　に保存した。その後，これらの糞試料は約60．Cで乾燥

よび採食量の推定にも利用できるのではないかと考えら　　して粉末にし，おのおの水分合量およびCr・03含量の

れたので，本試験では実際に放牧されている和牛につい　　分析を行ない，さらに供試牛別に5日問の糞の等量混合

て，消化率と採食量の推定値を求め，この方法を利用す　　試料について一般飼料成分の分析を行なった。

る場合の問題点について考えてみた．　　　　　　　　　　　放牧場の草の試料採取は，マメ科牧草（ラジノクロー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バー），イネ科牧草　（1オーチャードグラスが主体で若干
　　　　　　　　試　験　方　法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のイタリァンライグラスを含む。）および野草の3種別

　三瓶山西の原県有放牧場（総面積約／！ha．で，このう　　に行ない，chro皿ogen含量と一般飼料成分につき分析

ち約6ha．はラジノクローバー，イタリアンライグラス　　した。これらの草の採取は採糞期問内3日問に行ない・

およびオーチャードグラスによる改良牧野であり，あと　　草のchrolmogen含量については採取後直ちに分析し

の5ha．は野草で，ソバおよびチガヤが主体である。草　　た。なお本試験の終了後直ちに24時問にわたる動態調査

生の状況はカ）なり良好であった．）に終日放牧されてい　　を2回反復し，その調査結果の集計から3種の草の採食

る4頭の成雌和牛を供試した。供試牛の詳細は第／表に　　割合を算定した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
示す通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞および草のchrom－og㎝とCr203の分析法は前報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の通りである何また一般飼料成分の分析は慣行法に従っ
　　　　第／表供試和牛の詳細
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．放牧場の草およぴ糞のchr◎m◎9帥含量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放牧場で供試牛が採食した各草種のchro皿og㎝含量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空胎う子付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を示すと第2表の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表から明らかなように，草種によりchromo9㎝

　試験期間は／％3年5月15日～26日の／2目問で，7目間　　合量にかなり大きな差が認められ，マメ科牧草が最も

の予備期問ののち，5日間を採糞期間とした。試験期間　　　高く，野草の3倍近くもあった一飼料の種類によって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一39一
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第2表　放牧牛が採食した草のchromog㎝含量

草種別

野　　　草

イネ科牧草

マメ科牧草

採食割合に
よる平均値

chromogen合量（unit／9．dry　matter）

58．2
／19．5

／66．5

85．3

　注．野草，イネ科およびマメ科牧草の乾物採食割合は
　　　68．0，／6．2および／5．8％とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
chromogen合量に大きな差がある二とは亀岡らのデー

タについても認められる田Indicator皿ethodでは，供

試牛が採食した草のchro皿ogen含量を正確に知るこ

とが必須のことである。しかしこのように草種による

chromogen合量の差が大きく，また本試験を行なった

放牧場では，その植生状況が一様ではなくてマメ科，イ

ネ科牧草および野草の生育地域がかなり判然と区別され

ているので，供試牛が採食した草種や草量を正確に知

り，採食したものと同一成分の草を採取するのは非常に

困難である、このようなことがIndicator　method一に

よる推定値の正確度を左右する大きな要因になると考ら

れる。そこで，できるだけ正確に各草種の採食割合を知

るために，48時間にわたり供試牛の動態を調べ，各草種

の採食時間から採食量の割合を算出した。その結果供試

牛4頭の平均採食割合は，マメ科，イネ科牧草および野

草について生草重量でそれぞれ24．2，18．／，57．7％（1乾

物重量で／5．8，／6．2，68．吻）であった。採食割合から

算出した3種の草の平均chro1m09en合量は85．3unit／

9．dry血atterとなった。

　つぎに採糞期間中，毎日午前8時に採取した各供試牛

の糞中ChrOm－0gen含量は第3表の通りである。

　　第3表　放牧牛の糞のchromogen含量
　　　　　　（unit／9．dry　nユatter）

~~ 2･=*.~: ~ ~~L~ 4 ~~~ 

5 )~ 22 ~ 28 9 514 275 515 
25 ll 25c 5 04 255 271 

24 ll ~~45 267 2 98 287 
25 ll 2~8 264 25 1 295 
26 ll 22 O 21 1 217 2c~-

I~ i-･･._.~ /I~~U~: 248 . O 272 . c 258 . 6 275 . 2 

ることに起因するものと推察される。最終日（26日）に

おける各供試牛の糞中ChrOm－0gen含量がいずれも最低

値を示しているが，これはこれら4頭が常に／群となっ

て同じような行動をしているために日による採食草種も

大体似かよっており，その結果として，一様にchrom－

Ogen合量の少ない糞を排出したのではないかと考えら

れる。

　2．推定消化率

　供試牛の草の採食割合から算出した草中平均ChrOm－

ogen合量と採糞期問5日間の糞中平均chro血og㎝含

量とこれらの一般成分の分析値から，つぎの式に従って

推定消化率を算定した。

　　　　　　　　　　　草のchromogen含量×
　　　　　　　　　　　糞中成分％
　推定消化率＝／00‘／00x糞中chro皿ogen含量×

　　　　　　　　　　　草の成分％

草の一般成分および推定消化率の値は第4表，第5表

に示す通りである。

　　第4表放牧牛が採食した草の一般成分合量
　　　　　　　　　　　　　　　（％　dry】皿atter）

粗蛋
可潮生

草種別 粗脂肪 粗繊維 無窒素 粗灰分
生草の

白質
物

乾物％

野　　草 1／．4 2．7 30．0 47．4 8．5 24．3

イネ科牧草 ／4．5 2．7 34．8 39．5 8．5 ／8．5

マメ科牧草 ／8．7 3．2 30．5 37．9 9．7 13．4

採食割合に
よる平均値

13．0 2．8 30．9 4．6 8．7 20．6

第5表　Indicator　m－ethodによる放牧牛

　　　　の推定消化率　（％）

平均値

　第3表をみると，糞中のchro㎜ogen含量にはかなり

の日変異がある．この原因として考えられることは，前

述したように草種によりchro㎜ogen合量の差が大きい

ことと，供試牛の採食する草種や量にかなり日変異があ

~~~~~ '~~~~~~ ~*"~~ 

'f 7~~IL1: 55 . 5 24.5 74 . o 67.6 65 . 6 

2 ll 59 . 9 55 . 2 74 . 2 71 . o 68.6 
7 () ll 57.4 27 . 4 75 . 9 69 . 8 67.0 

4// 59 . 7 52 . 9 74 . 9 71 .7 68 . 8 

l~i･.~4~~'~~ 58. 1 29 . 5 74 . 5 70 . O 67 . 5 

　第5表の結果，乾物消化率は65．6～68．8％で各供試牛

問にとくに著しい差はなかった．各成分についてみる

と，粗脂肪の消化率が最も低く粗繊維が最も高かった。

また粗脂肪の消化率の値に比較的大きな個体差が認めら

れたが，その他の成分についてはとくに大きな差はなか

った。

　試験の関係上，この推定消化率の値を常法による消化

率の値と直接比較できないのは残念であるが，その正確

皮に影響を及ぼす要因として考えられることは，供試牛
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Ca1（平均68．6Ca1．）であった（T．D．N．／kgのエネル

ギーを4ラ400Ca1．として計算した）．これは，すでに自

然牧野および改良牧野に放牧中の和牛について測定した
　　　　　　　　（6）（7）
消費エネルギーの値と比較してかなり高かった．

　Indicator　methodで算定した推定採食量について

は，ある場合には推定消化率ならびに推定排糞量おのお

のの誤差が相乗的に表われうるわけであるから，案外大

きな誤差を生ずることになるので十分考慮しなければな

らない。

　以上の結果から，放牧牛の消化率および採食量の推定

にあたり，とくに問題となる点について考えてみると，

糞中のchrolmogenあるいはCr203含量にはかなりの

日変異があるので，ある程度採糞期間を長くすることが

推定値の正確度を高めるのに役立つものと考えられるこ

と，また草種によりchromogen含量の差が大きいの

で，植生の一様でない放牧場ではとくに草の慎重なSa－

mp1ingに留意しなければならないことがあげられる．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　chromogenおよびCr203をindicasorとして4頭の

放牧和牛の消化率と採食量の推定値を求め，IndiCatOr

lm・ethodを利用する場合の問題点について若干の検討を

行なった．その結果の概要はつぎの通りである。

　（1）放牧和牛が採食した草の推定乾物消化率は，65．6

～68．8％で平均67．5％であった。

　（2）推定採食量は生草重で，30．3～45．3kg／dayで体

重の84～／35％であった。哺乳子付牛2頭の採食量が

かなり高かった。また体重／’kg当り摂取エネルギーは

46．8～78．8ca1／dayであった。

　（3）chromog㎝含量は草種によりかなり大きな差が

あることがわかった。

　（4）排糞中のchrolmog㎝およびCr203含量にはかな

りの日変異があった。

　（5）Indicator　methodによる推定値の正確度を高め

るためには，採糞期問と採食した草のSa㎜p1lngにとく

に問題があるのではないかと推察された。
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S盟欄醐雛y

　The　md．1cator㎜ethod．s　by　the　use　of　chro㎜ogen　and－Cr203as　md．1cators　were　app11ed．on

graz1ng　cows，for　determm1ng　d－19est1b111ty　and－1ntake　of　pasture　forage　Four　Japanese
B1ack　Breed　of　Catt1e　were　usea　in　this　tria1．

　Durm9　7d－ays　ad〕ustment　per1od－and－5days　feca1sampHng　Penod。，／59of　Cr203were

ad加m1sterea　for　each　cow　at8a　m　once　d－a11y　Dur1ng5d－ays　samp1mg　Penod．，feca1grab

sa皿e1esweretakenrecta11yat8am　an，d．4Pm　Thesesa㎜p1eswereana1yzed．and
d－eterm1ned　the1r　chro血ogen　and－Cr203contents

　The　est1mated－coeff1c1ents　of　d．ry血a廿er　d．1gest1b111ty　of　pasture　forage　by　graz1ng　cows

were　ranged　from656to688％，and－the　est1mated．forage1ntakes　were303to453kg／day
1n　fresh　we1ght　The　forage1ntakes　were　h1gher　m　two皿11k1ng　cows　The　chromogen1eve1s

of　forage　samp1es　from－pasture　had．1arge　var1at1ons　and．the　chro皿ogen　and－Cr20黒contents

of　feca1grab　saInp1es　a1so1arge1y∀anated　day　by　day

　From　these　resu1ts，1t　1s　suggestted－that　the　re11ab1Hty　of　est1rnated，va1ues　of　d1gest1b1hty

and．forage1ntake　wou1d－be　affected．by　the　sam．p11ng　of　pasture　forage，representat1ve　of

the　one　consumed．by　cows，and－by　the　penod－of　feca1sa㎜phng


